
豊島区 健康部 生活衛生課



◆ 救援センターの役割
一般的に「避難所」と呼ばれる避難者収容施設
主に、区立小中学校、体育施設等が該当
区内に３５か所（工事等で変動の場合あり）あります。

救援センター開設・運営を担うのは、主に地域住民のみなさんです
区職員は約30名の災害対策要員と約260名の救援センター配備職員（１センターあたり７名程度）

地域のケアセンターの
ような総合的な支援が

可能！

● 寝泊まり

● 食料・水の支給

● 情報提供・連絡

● 医療救護



ペットにすること

• ワクチン接種など
健康管理

• 名札、マイクロ
チップの装着

• しつけ（ケージに
入れるように）

ペット用非常

持出し袋の準備

• ５～７日分のフー
ド、水 等

• ペットの常備薬

• トイレシーツ等の
衛生用品

• 避難先で入る
ケージ等

避難先の確認

• 指定された救援
センターへの経
路（道）確認

• ペットと避難でき
る親戚や知人宅
への事前の依頼

• ペットの預け先

① ② ③



指定された「救援センター」

豊島区防災地図にお住いの
住所、丁目別に救援センター
の名称等が記載されています。
ホームページでも確認できます。



・ペットを連れて救援センターに避難し、ペットとは別々の場所で避難生活
を送ります。盲導犬ややむを得ない事情のあるペットは「動物同居部屋」で
一緒に生活をします。

 

                

別々の
スペース

豊島区の全ての救援センターでは、「動物避難所」「動物同居部屋」は、教室などの屋内に指定されています。
ただし、ケージに入れない場合は、屋外に係留になります。

体育館など



避難所の運営管理者と、以下を決めましょう

•屋内「動物避難所」と「屋外動物避難

所」の場所は既に指定されていますが

右の３つについて未定の場合、各救援

センターで話し合い決めます。

•一般の避難者とペット同行避難者の受

付や動線は距離をとる必要があります。

•最初に避難所に到着した方は、同行避

難者受け入れを始める前に運営管理

者と相談の上、決めてください。

受付場所は、去年の避難
訓練の時に決めた「北校
舎１階昇降口」でいいで
すね

北門から入れば北校舎に
近いから、ペット同行避
難者は北門から入っても
らいましょう

①同行動物登録受付の場所
②ペット同行避難者が入れる門
（入口）
③受付までのペット同行避難者の動線



救援センターは、原則、避難した方による自主運営になります。

同行避難したペットのお世話なども、ペットの飼い主さん同士で協力して
自主運営していただきます。

救援センターごとに「動物救護チーム」を立ち上げ、避難動物たち
を守ってください！

みんな、ペットを
連れてきました。
私たち動物救護
チームです！

よろしくお願いします



•屋内の動物避難所、屋外動物避難所を開設する

動物避難所の開設

•同行動物登録の受付をし、登録簿を管理する

同行動物登録受付

•動物避難所の清掃、見回り、苦情対応、関係各所との

連絡調整など

動物避難所の運営・行政等との連携



（１）開設に必要な以下の備蓄を倉庫から搬出し、動物避難所へ運ぶ

①動物避難所開設BOX

②ペット用ケージ（折りたたみ式） ２台

③ブルーシート ２枚

④ミッションカード（次ページ参照）

※BOXの中身

①ペットシーツ（２５枚）

②ドッグフード（７年保存 ５００ｇ）
③動物用飲料水（７年保存 500㎖ ２

本）

④ビニール袋
⑤ビニール手袋

⑥ビニール紐

⑦ガムテープ
⑧筆記用具（ボールペンなど）

⑨はさみ

⑩消臭消毒スプレー
⑪マイクロチップリーダーと電池

⑫ペット同行避難所立ち上げマニュアル

⑬同行動物登録簿
（HPで書式を公開しているため飼い主

は事前準備できます）

⑭ペット同行避難をされたみなさまへ
⑮同行動物登録簿

⑯放浪動物登録簿



※ミッションカードとは？

マニュアルを読まなくても、順番にミッションを

行えば、動物避難所開設ができる手順書です。

ミッション一覧とミッション指示書、ミッション

カード掲示物がセットになって袋に入っています。

ミッション一覧（2025.1.22現在）

例えば・・・ミッション７の場合

ミッション指示書（A5紙）

掲示物（A３パウチされています）



（２）指定された部屋の机などの

什器を搬出し（又は端に寄せ）

ブルーシートを敷く

※必要があればケージを

組み立てる

（３）屋外の動物避難所にも

必要に応じブルーシートを敷く

（４）ミッションカードの掲示物

を入り口等に貼り付ける



（１）受付場所の設営

①受付用の机・椅子を受付場所に搬入し

設置、掲示物（ミッションカードNo.2）

を貼る

②動物避難所開設BOXから、受付簿や

マニュアルが綴られたファイルと筆記

用具を取り出す

③ミッションカードNo.８パウチ（２枚）

を出しておく



（2）受付開始

受付で
ペットの
種類を
確認する

同行避難
可能な動物

同行避難
できない
（受け入れで
きない）動物

盲導犬等
飼い主と
同居が必要

飼
い
主
に
同
行
動
物
登
録
簿
を
書
い
て
も
ら
い
受
付

動
物
避
難
所
に
ペ
ッ
ト
を
預
け
た
ら
飼
い
主
自
身
の
受
付
へ
行
く

ミッションカード
No.８－１
を見せる

受付できません
縁故避難するか、ペットを誰かに預けてから
飼い主のみ避難所へ来るように伝えます。

ケージやキャリーに
入っていられる

ケージやキャリーに
入っていれない

屋
内

同行動物登録簿の下部と、「ペットと同行避難されたみなまさへ」を渡す

次のスライド
で説明

ミッション
カードNo.８－２
（８－１のウラ面）

を見せる



ミ
ッ
シ
ョ
ン
カ
ー
ド

８
ー
１



ミ
ッ
シ
ョ
ン
カ
ー
ド

８
ー
２

ここに
サインペンで

各救援センター
で指定された
動物避難所を
記載します。

上から

・動物避難所
（屋内）

・動物同居部
屋（屋内）

・屋外動物避
難所



（１）「動物救護チーム」で当番を決める。

ミッションカードNo.9の掲示物を

屋内の動物避難所前に掲示し、

毎朝その日の当番を決め名前を記入。

（やること）

①同行動物登録受付

②動物避難所の見回り・清掃

③苦情への相談・対応

④行政・獣医師・ボランティア

等との連携

⑤放浪動物の一時的なお世話

自分のペットのお世話も忘れずに！！
（餌やり・糞尿清掃・ブラッシング・服薬・
犬はお散歩・遊んであげる など）

会いたかったワン♪



（２）東京都の支援

放浪動物の捕獲・保護は東京都動物愛護相談センターで行います。

センターでは、飼育継続が難しい場合の相談も受け付けます。

大規模災害時は保護活動が追い付かない可能性があるため、救援センターで一時的に

保護する場合があります。
都開設避難所の被災者同行動物への支援（東日本大震災時）

旧グランドプリンスホテル赤坂の
動物保管場所（H23.5.10撮影）

東京都からの
提供資料



目白小学校での「ペット同行避難訓練」の様子（令和６年１２月１日）

ご視聴いただきまして
ありがとうございました


